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 【肝  付  町】 

 １  ⼈  １  台  端  末  の  利  活  ⽤  に  係  る  計  画 

 １  ．  １  ⼈  １  台  端  末  を  は  じ  め  と  す  る  ICT  環  境  に  よっ  て  実  現  を  ⽬  指  す  学  び  の  姿                   

 多  様  な  ⼦  供  た  ち  を  誰  ⼀  ⼈  取  り  残  す  こ  と  な  く、  ⼦  供  た  ち  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  に  公  正  に  個  別  最  適  化  さ 

 れ、  資  質‧  能  ⼒  を  ⼀  層  確  実  に  育  成  で  き  る  教  育  ICT  環  境  実  現  の  た  め、  １  ⼈  １  台  端  末  及  び  ⾼  速 

 ⼤  容  量  ネッ  ト  ワー  ク  等  の  教  育  ICT  環  境  整  備‧  充  実  を  進  め  る。 

 そ  し  て、  「こ  れ  ま  で  の  教  育  実  践」  と  「最  先  端  の  ICT  活  ⽤」  の  相  乗  効  果  に  よ  る、  「学  習  活 

 動  の  ⼀  層  の  充  実」  及  び  「主  体  的‧  対  話  的  で  深  い  学  び  の  視  点  か  ら  の  授  業  改  善」  に  繋  げ、  教 

 師‧  児  童  ⽣  徒  の  ⼒  を  最  ⼤  限  に  引  き  出  す  こ  と  を  ⽬  指  す。 

 ICT  環  境  に  よっ  て  実  現  を  ⽬  指  す  学  び  の  姿  は  以  下  の  と  お  り。 

 （１）  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  の  反  応  を  踏  ま  え  た、  双  ⽅  向  型  の  学  び 

 （２）  ⼀  ⼈  ⼀  ⼈  の  教  育  的  ニー  ズ  や、  学  習  状  況  に  応  じ  た  個  別  の  学  び 

 （３）  各  ⾃  の  考  え  を  即  時  に  共  有  し、  多  様  な  意  ⾒  に  も  即  時  に  触  れ  ら  れ  る  協  働  の  学  び 

 （４）  「調  べ  学  習」  「表  現‧  制  作」  「遠  隔  教  育」  「情  報  モ  ラ  ル  教  育」  等  の  充  実  し  た  学  び 

 ２  ．  GIGA  第  １  期  の  総  括                                                                                     

 ⽂  部  科  学  省  に  よ  る  GIGA  ス  クー  ル  構  想  及  び  肝  付  町  情  報  化  基  本  計  画  （令  和  ２  年  ３  ⽉  策  定） 

 に  基  づ  き、  本  町  で  は  令  和  ２  年  10  ⽉  に  町  ⽴  ⼩  中  学  校  の  す  べ  て  の  児  童  ⽣  徒  及  び  教  職  員  に  １  ⼈ 

 １  台  端  末  （  LTE  ⽅  式）  及  び  ア  カ  ウ  ン  ト  配  布  及  び  ⾼  速  ⼤  容  量  ネッ  ト  ワー  ク  の  整  備  を  ⾏っ 

 た。  併  せ  て、  令  和  ２  年  度  よ  り  機  器  活  ⽤  に  １  名、  授  業  や  研  修  サ  ポー  ト、  機  器  設  定  及  び  操  作 

 ⽅  法  指  導  等  に  １  名  の  ICT  ⽀  援  員  を  配  置  し  て  教  育  の  DX  化  を  進  め  た。 

 令  和  ３  年  10  ⽉  に  は、  専  ⾨  的  知  識  を  有  す  る  外  部  ⼈  材  ２  名  を  肝  付  町  最  ⾼  デ  ジ  タ  ル  推  進  責  任 

 者  に  任  命  し、  「デ  ジ  タ  ル  化」  「情  報  セ  キュ  リ  ティ  対  策」  「情  報  シ  ス  テ  ム  導  ⼊」  に  つ  い  て 

 助  ⾔  や  ⽀  援  を  受  け  る  体  制  を  整  え  た。 

 こ  れ  ら  の  取  組  の  主  な  成  果  と  し  て、  以  下  の  点  が  挙  げ  ら  れ  る。 

 （１）  各  学  校  に  お  け  る  児  童  ⽣  徒  の  端  末  活  ⽤  率  が  ⼤  幅  に  向  上  し  た。  令  和  ６  年  度  中  の  調  査  で 

       は  町  ⽴  学  校  の  ⼩  学  校  の  約  100.0%  、  中  学  校  の  約  80.0%  が、  授  業  に  お  け  る  ICT  機  器  の  使 

       ⽤  に  関  し  て  「ほ  ぼ  毎  ⽇  使  ⽤  し  て  い  る」  と  回  答  し  て  い  る。 

 （２）  学  習  課  題  や  学  習  ⽅  法  を  児  童  ⽣  徒  が  選  択  す  る  場  ⾯  を  取  り  ⼊  れ  る  な  ど、  学  習  者  主  体  の 

       学  び  に  向  け  た  授  業  改  善  に  向  け  た  教  員  の  意  識  が  向  上  し  た。  令  和  ６  年  度  中  の  調  査  で  は、 

       約  66.7%  の  教  員  が、  上  記  の  よ  う  な  授  業  改  善  に  取  り  組  ん  で  い  る  と  回  答  し  て  い  る。 



 ⼀  ⽅  で  主  な  課  題  と  し  て、  以  下  の  点  が  挙  げ  ら  れ  る。 

 （１）  町  内  全  体  の  端  末  活  ⽤  率  は  向  上  し  た  が、  学  校  間  の  格  差  が  依  然  と  し  て  存  在  す  る。  解  消 

       に  向  け  て、  職  員  研  修  を  中  ⼼  と  し  て、  ク  ラ  ウ  ド  活  ⽤  を  前  提  と  し  た  授  業  改  善  を  ⾏  う。 

 ３  ．  １  ⼈  １  台  端  末  の  利  活  ⽤  ⽅  策                                                                            

 令  和  ７  年  度  に  予  定  し  て  い  る  １  ⼈  １  台  端  末  の  更  新  を  控  え  て、  前  述  の  「１  ⼈  １  台  端  末  を  は 

 じ  め  と  す  る  ICT  環  境  に  よっ  て  実  現  を  ⽬  指  す  学  び  の  姿」  実  現  の  た  め  の  端  末  選  定  や、  ネッ  ト 

 ワー  ク  環  境  改  善  等  ICT  環  境  整  備  を  ⾏  い、  以  下  の  ⽅  策  で  利  活  ⽤  を  推  進  す  る。 

 （１）  １  ⼈  １  台  端  末  の  積  極  的  活  ⽤  に  向  け  て 

 教  育  委  員  会  や  町  ICT  ⽀  援  員  に  よ  る  職  員  研  修  を  通  し  て、  端  末  や  ク  ラ  ウ  ド  を  活  ⽤  し  た  授  業 

 づ  く  り  を  推  進  す  る。 

 ま  た、  教  育  委  員  会  指  導  主  事  に  よ  る  学  校  へ  の  訪  問  指  導  の  際  に、  ク  ラ  ウ  ド  活  ⽤  に  関  す  る 

 指  導  助  ⾔  を  ⾏  う  と  と  も  に、  必  要  な  学  校  に  対  し  て  は  指  導  主  事  に  よ  る  学  校  へ  の  ICT  活  ⽤  ⽀  援 

 を  ⾏  う。 

 以  上  の  ⽅  策  に  よ  り、  令  和  ８  年  度  末  ま  で  に  「授  業  で  ほ  ぼ  毎  ⽇  ICT  を  活  ⽤  す  る」  児  童  ⽣  徒 

 の  割  合  の  100%  達  成  を  ⽬  指  す。 

 （２）  個  別  最  適‧  協  働  的  な  学  び  の  充  実  に  向  け  て 

 児  童  ⽣  徒  が  学  習  ⽅  法  や  学  習  過  程  等  を  選  択  し、  ⾃  ⼰  調  整  し  な  が  ら  学  習  を  進  め  る  姿  や、 

 教  師  が  学  び  の  伴  ⾛  者  と  し  て  ⽀  援  す  る  姿  の  具  体  を  全  教  員  が  共  有  で  き  る  よ  う  に  教  育  委  員  会 

 に  よ  る  研  修  を  実  施  す  る。 

 以  上  の  取  組  を  通  し  て、  「児  童  ⽣  徒  が  ⾃  分  の  考  え  を  ま  と  め、  発  表‧  表  現  す  る  場  ⾯」 

 「教  職  員  と  児  童  ⽣  徒  が  や  り  と  り  す  る  場  ⾯」  「児  童  ⽣  徒  同  ⼠  が  や  り  と  り  す  る  場  ⾯」  「児 

 童  ⽣  徒  が  ⾃  分  の  特  性  や  理  解  度‧  進  度  に  合  わ  せ  て  課  題  に  取  り  組  む  場  ⾯」  等  で  の  １  ⼈  １  台 

 端  末  の  活  ⽤  率  向  上  を  ⽬  指  す。 

 （３）  学  び  の  保  障  に  向  け  て 

 端  末  が  破  損  し  た  場  合  で  も、  予  備  機  の  運  ⽤  及  び  速  や  か  な  修  繕  を  実  施  す  る  体  制  を  構  築 

 し、  １  ⼈  １  台  の  端  末  環  境  を  維  持  す  る。 

    ①  希  望  す  る  不  登  校  児  童  ⽣  徒  へ  端  末  を  活  ⽤  し  た  授  業  へ  の  参  加‧  視  聴  の  機  会  を  提  供  す  る。 

    ②  希  望  す  る  児  童  ⽣  徒  へ  の  端  末  を  活  ⽤  し  た  教  育  相  談  を  実  施  す  る。 

    ③  外  国  ⼈  児  童  ⽣  徒  に  対  す  る  学  習  活  動  等  の  ⽀  援  に  端  末  を  活  ⽤  す  る。 

    ④  障  害  の  あ  る  児  童  ⽣  徒  や  病  気  療  養  児  等、  特  別  な  ⽀  援  を  要  す  る  児  童  ⽣  徒  の  実  態  に  応  じ  て 

 端  末  を  活  ⽤  し  た  ⽀  援  を  実  施  す  る。 


